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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第10期

第１四半期
累計期間

第９期

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2017年10月１日
至 2018年９月30日

売上高 (千円) 574,549 1,845,225

経常利益 (千円) 16,160 150,112

四半期（当期）純利益 (千円) 10,557 109,930

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ―

資本金 (千円) 416,515 415,094

発行済株式総数 (株) 1,460,600 1,453,000

純資産額 (千円) 847,627 834,227

総資産額 (千円) 1,248,486 1,290,154

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 7.25 90.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) 7.02 86.90

１株当たり配当額 (円) ― ―

自己資本比率 (％) 67.9 64.7
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、当社は関連会社を有していないため記載しておりません。

４　当社株式は2018年９月20日に東京証券取引所マザーズに上場しており、第９期の潜在株式調整後１株当たり

当期純利益については、新規上場日から決算日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しておりま

す。

５　2018年５月31日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っており、前事業年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

を算定しております。

６　当社は、第９期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第９期第１四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

７　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期

会計期間の期首から適用しており、前事業年度に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡っ

て適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。なお、当社

は、前第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は

行っておりません。また、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用しており、財政状態については当該会計基準等を遡って適用した後の前事

業年度末の数値で比較を行っております。

 

(1) 経営成績の状況

当第１四半期累計期間における我が国の経済は、企業業績の改善や、雇用・所得環境が堅調であったこと等によ

り、緩やかに回復しました。しかしながら、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の不確実性、金

融資本市場の変動の影響等には依然として留意する必要があります。

当社の属する駐車場業界においては、慢性的な駐車場不足や都市部での建築需要、個人消費の持ち直しを背景に

駐車場紹介依頼及び空き駐車場の収益化に対する需要が拡大しております。このような状況の中で、当社は引き続

き積極的な月極駐車場の新規受託を進め、2018年12月１日時点にて分譲マンションにおける駐車場受託物件数は200

棟を突破し、全社受託台数も8,000台を突破いたしました。また、月極駐車場紹介サービス及び月極駐車場サブリー

スサービスにおける営業体制強化のため、新規営業人員の採用をさらに進め、月極駐車場紹介サービスにおける紹

介手数料収入の増加や月極駐車場サブリース台数の増加へと寄与いたしました。既存月極駐車場においても料金変

更を機動的に行うなど採算性向上に努めました。また、オフィスビルやマンションに付随している駐車場のみなら

ず個人宅などの限られたスペースを駐車場として運営する取組みをはじめ、「世の中の遊休不動産を活躍する不動

産に」という経営理念のもと規模拡大に注力いたしました。この結果、当第１四半期累計期間における売上高は

574,549千円、営業利益は16,250千円、経常利益は16,160千円、四半期純利益は10,557千円となりました。なお、当

社の事業は遊休不動産活用事業の単一セグメントでありますが、サービス別の売上高の内訳は、月極駐車場紹介

サービス56,399千円、月極駐車場サブリースサービス505,478千円、その他サービス12,671千円であります。

 

　（2）財政状態の分析

 　　（資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産は1,025,084千円となり、前事業年度末に比べて130,528千円の減少と

なっております。その主な要因は、月極駐車場の新規受託台数の増加や本社移転に伴う敷金の差入により現金及び

預金が167,069千円減少したことによるものであります。固定資産は223,401千円となり、敷金が72,531千円増加し

た影響により前事業年度末に比べて88,860千円増加しました。以上の結果、総資産は前事業年度末に比べて41,668

千円減少し、1,248,486千円となっております。

 （負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債は175,351千円となり、前事業年度末に比べて65,939千円減少しており

ます。その主な要因は未払法人税等が52,936千円減少したことによるものであります。固定負債は225,506千円とな

り、稼働台数の増加に伴い月極駐車場サブリースユーザーからの預り保証金が13,229千円増加した影響により前事

業年度末に比べて10,871千円増加しました。以上の結果、負債合計は前事業年度末と比べて55,068千円減少し、

400,858千円となっております。

 （純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は847,627千円となり、前事業年度末に比べて13,400千円増加しておりま

す。その主な要因は四半期純利益を10,557千円計上したことにより利益剰余金が同額増加したことであり、総資産

に占める自己資本比率は67.9%(前事業年度末は64.7%)となりました。

 

（3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
（5）研究開発活動

　該当事項はありません。

 
（6）従業員数

当第１四半期累計期間において、業容拡大のため採用を強化したことにより、当社の従業員数は前事業年度末に

比べて27名増加し、102名になりました。

 
 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式  1,460,600 1,460,800
東京証券取引所
（マザーズ）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら制限のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であ
ります。

計  1,460,600 1,460,800 ― ―
 

（注）　提出日現在発行数には2019年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年10月１日～
2018年12月31日（注）１

 7,600 1,460,600 1,421 416,515 1,421 396,421
 

 （注）１　新株予約権の行使による増加であります。

２　2019年１月１日から2019年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が200株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ43千円増加しております。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2018年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

 14,527

権利内容に何ら制限のない当社にお
ける標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株でありま
す。

 1,452,700

単元未満株式  300 ― ―

発行済株式総数  1,453,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,527 ―
 

（注）当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株式名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2018年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
② 【自己株式等】

　　該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2018年10月１日から2018年12月

31日まで)及び第１四半期累計期間(2018年10月１日から2018年12月31日まで)の四半期財務諸表について、有限責任 

あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年９月30日)
当第１四半期会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,007,112 840,043

  売掛金 27,856 31,661

  前払費用 120,130 152,629

  その他 1,471 1,809

  貸倒引当金 △959 △1,060

  流動資産合計 1,155,612 1,025,084

 固定資産   

  有形固定資産 18,640 27,119

  無形固定資産 10,849 14,727

  投資その他の資産   

   敷金 31,882 104,414

   差入保証金 56,995 63,153

   その他 18,012 16,063

   貸倒引当金 △1,838 △2,076

   投資その他の資産合計 105,051 181,554

  固定資産合計 134,541 223,401

 資産合計 1,290,154 1,248,486
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年９月30日)
当第１四半期会計期間
(2018年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  未払金 37,986 28,110

  未払法人税等 55,731 2,794

  前受収益 61,815 63,119

  賞与引当金 6,000 4,500

  資産除去債務 13,470 13,578

  1年内返済予定の長期借入金 12,207 11,652

  その他 54,080 51,596

  流動負債合計 241,291 175,351

 固定負債   

  長期借入金 17,522 15,164

  預り保証金 193,020 206,250

  退職給付引当金 2,100 2,100

  資産除去債務 1,992 1,992

  固定負債合計 214,635 225,506

 負債合計 455,926 400,858

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 415,094 416,515

  資本剰余金 395,000 396,421

  利益剰余金 24,132 34,689

  株主資本合計 834,227 847,627

 純資産合計 834,227 847,627

負債純資産合計 1,290,154 1,248,486
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第１四半期累計期間
(自 2018年10月１日
　至 2018年12月31日)

売上高 574,549

売上原価 334,110

売上総利益 240,439

販売費及び一般管理費 224,188

営業利益 16,250

営業外収益  

 その他 0

 営業外収益合計 0

営業外費用  

 支払利息 57

 株式交付費 32

 営業外費用合計 89

経常利益 16,160

税引前四半期純利益 16,160

法人税、住民税及び事業税 859

法人税等調整額 4,744

法人税等合計 5,603

四半期純利益 10,557
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【注記事項】

(追加情報)

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
当第１四半期累計期間
(自 2018年10月１日
至 2018年12月31日)

減価償却費 3,566千円
 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社の事業セグメントは、遊休不動産活用事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント

情報の記載を省略しております。

　　　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
当第１四半期累計期間
(自 2018年10月１日
至 2018年12月31日)

(1)　１株当たり四半期純利益 7円25銭

(算定上の基礎)  

四半期純利益(千円) 10,557

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 10,557

普通株式の期中平均株式数(株) 1,456,820

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 7円02銭

(算定上の基礎)  

四半期純利益調整額(千円)  ―

普通株式増加数(株)  47,382

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

―
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年２月12日

株式会社アズーム

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　 坂 井 知 倫 　 印

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　 井 上 智 由 　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アズー

ムの2018年10月１日から2019年９月30日までの第10期事業年度の第１四半期会計期間（2018年10月１日から2018年12月

31日まで）及び第１四半期累計期間（2018年10月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アズームの2018年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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